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フマニスムス時代の調刺文学
内山貞三郎
近世初頭のドイツ精神史上において，最も顕著な特質の一つは，恐らく
市民的啓蒙精神であると云うことが出来るであろう。そしてそれは当時の
ドイツ都市文化の形態から生じた当然の結果であった。 と云うのもこの都
市文化は市民の上層階級，官僚門閥豪族の中の先覚者を中心にした智識階
級，学者僧侶によって担当され促進されたもので，一般市民大衆は新らし
い文化精神を， まだどこまでも指導啓発される立場にあったからである。
かくてドイツ文学も亦この時代精神を反映して， まことに特異にして複雑
な， しかも甚だ興味ある様相や傾向を呈するに至ったのであるが， 15世紀
末葉から16世紀にかけて無数に現われた調刺的教訓的文学作品も，実にこ
の市民的啓蒙精神を母胎として生れて来たと云っても過言ではないのであ
る。
勿論中世から近世に移るこの大いなる過渡期において， ドイツの市民的
文化を支持し促進したものは，文芸復興運動から学んだフマニスムスの思
想と，宗教改革運動に内在する新教精神とであった。 と云うのもこの二大
運動は互に相容れない多くの要素を持ちながらも，同時に叉ドイツの市民
的精神を新らしい時代精神に向って推進するに役立ったことも争われない
事実であるからである。
だが然しそれとともに，既に早く十字軍遠征の失敗が明らかになって来
た13世紀後半以来，ローマ法王庁の漸層的勢力失墜と支配者階級における
間断ない権力闘争とが，その間に経済上の実力を獲得して来たドイツの諸
都市をして，政治上の権力をも増大せしめるとともに，上層市民階級の間
に次第に独立自尊の精神と個人主義的自由の思潮を助長育成し来たことも
見逃しえない事実である。かくて少くとも14世紀中葉，ボヘミヤ王朝カー
ル4世の時代からルッターの出現までは， ドイツのフマニストも宗教改革
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論者も，多くの場合協同して市民精神を開発啓蒙する役割を果して来たの
であって， その結果漸次市民的知性と感性は解放され，中世的独断教義と
封建的専制政治の重圧の中から，現世的処世的英知と近代的批判精神とが
市民層の間に函養され受容されて来たのである。
然し乍ら時代が進むにつれて，一方繁栄を誇った市民生活は著侈逸楽の
頽廃的傾向を顕著にし，他方宗教界は安逸放縦に流れるばかりか，多くの
宗派に分れて末梢的宗論に走り，反って真正な宗教心を衰微せしめるよう
な頽勢を帯びて来たから， ここに当然当時のフマニスムスの高い教養を身
につけた市民的智識層の間に， これら個人的，社会的又は宗教的欠陥に対
する鋭い批判が起らざるをえなかった。かくてこの時代特有の無数の調刺
的作品が書かれたのであるが，調刺文学とはとりも直さず矢張り一種の啓
蒙文学であって，優れた智的批判精神によって易I挟された人間や社会の悪
徳や弊風等の不道徳，不合理なるものを，芸術的に形象化して抑楡し， よ
って以て世道人心を警醒啓発しようとするものであるからである。
ところで調刺文学は斯くの如く先ず何よりも卓越した智性による批判精
神から生れるものであるから， ドイツにおいてこの種の作品が明白な目的
意識を以て書かれるようになったのは， 15世紀末葉以後であり，その作者
はフマニスムスの自由思想に目醒めた市民階級出身の智識人であった。既
に1480年にはSchlettstadtimElsaB出身のJacObWimpheling(1450
-1528)が自作Stilpho(劇の主人公の名）をハイデルベルク大学で上演
して,当時の宗教界の一大弊風であった所謂聖職禄狩り(Pfriindenjagerei)
を詞刺しているし， 1496年にはPforzheim出身のJohannesReuchlin
(1455-1522）がSergiusvelcapiti caput(DergefangeneKopf)
なる3幕のラテン語劇を書いて,HerzogEberhardderJiinger von
Wiirttembergの助言者で悪評の高かったアウグスティン派の怪僧Kon-
radHolzingerを痛烈に郷楡している。さらに同じ頃StraBburg出身
のSebastianBrant(1458-1521)が当時における人間の悪徳や弱点，
時代の各階級の欠陥や弊風を代表する人物を悉く 「阿呆」と称してDas
Narrenschiff(1494inBasel)に乗せ,Narragonienの国や地獄へ追放
しているが， その阿呆共はRotterdamの司祭の私生児，当代無双の碩学
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DesideriusErasmus(GerhardGerhards,1466-1536)のMoriaeen-
comiumoderStultitiaelaus(LobderTorheit,1509verfaBt)によ
って最も偉大な総帥FrauStultitia(FrauNarrheit)を見出した後に，
OberehnheimimEIsaB出身，フランチスコ宗団の鐸々たる論客Tho_
masMurnerによって利用され，一連の阿呆物語詩DoctorMurners
Narrenbeschw6rung(1512),DieSchelmenzunft(1512),DieGeuch-
matt(WiesenlandderLiebesnarren,1515gesch .,1519gedr.),Die
MiihlevonSchwindelsheim(1515gedr.)の中で，作者ムルナーとと
もに大活躍を演じ，遂にVondemgroBenLutherischenNarrenwie
ihnDoctorMurnerbeschworenhat(1522)に至って，時代の大立物
マルティン・ルッターその人にさえ変身して，正に世にも奇怪なる暴状や
驚くべき淫摩な醜体を示すようになって来た。
しかもこれらの阿呆共は当時のそれぞれの階級，年令層或は男女両性の
間に見られた悪癖や弊風，即ち王俟の権力争い，僧侶の無智好色，市民の
利己心貧慾華美な服装，農民の怠惰嫉妬謀反気，傭兵の暴状，或は色慾の
痴態等を擬人化したものであるから，今日，民俗文化史の研究にとって貴
重な資料であるのみならず，同時に叉その主人公が阿呆であり， その阿呆
共の描写や言動には驚くべき奇智頓才，譜諺皮肉が汪溢し，屡々卑俗粗野
汚職狼簔の言辞が使用されていることは，文学史上においても極めて興味
ある研究課題を呈供していると云うことが出来る。
元来中世においては悪徳の根元は悪魔にありとされていた。然るに人智
の発達に伴って，悪魔は次第に滑稽化されて道化者となり， ライン上流地
方では遂に阿呆に形変きれて来たのである。 と云うのもこの地方のドイツ
人，特にEIsassisch_alemannischと云われる種族の人々はもともと調刺
的所作事を得意とする性質を持っているからである。彼等は一面古い物
に固執し，頑固で義侠心に富んでいるが，他面陽気な快適な娯楽を好み，
弥次や酒落に長じ，事物を鋭く観察して巧にその特徴を模倣する。実にエ
ルザス地方出身のプラントやムルナーはこの様な特性を， その阿呆物語の
中で遺憾なく発揮していると云うことが出来る。しかも彼等はその高いフ
マニスムスの教養によって，悪徳の根元を，既に道化者化された中世紀的
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悪魔に求めるよりも， さらに一歩進めて，人間の軽卒又は不遜に帰し， そ
の軽卒や不遜は人間の英知の不足,即ち愚かさから発するものとして,ここ
に「阿呆」を設定し，当意即妙にして簡明直載な阿呆物語を書くに至った
のである。そしてこのことは明らかに新らしい時代の到来を告げている。
と云うのもこれらの阿呆物語は今や罪の意識が神の徒，聖なるものによっ
て判断されず，人間理性によって評価されるようになって来たことを示し
ており，物の価値判断の標準が宗教的立場からフマニスムスの立場へ移行
して来たことを意味するからである。
時代は正しく中世から近世へと動いていたが，然し乍らこの阿呆共をこ
の世から除去する方法においては，依然として中世紀伝来の「悪魔払い」
の手段が採用されているところに， これらの作品がなお過渡期の産物であ
ることを示している。即ち中世の人々が悪魔にかたどった形象物を追放し
て水葬又は火葬したことによって，プラントは阿呆共を船で流刑に処して
いるのであり， 中世に信ぜられた被魔術(Exorzismus)によって，ムル
ナーは阿呆共を巫術で呼び出しているのである。恐らくハンス・ザックス
の謝肉祭調刺劇DasNarrenschneiden（1536）やWillibaldPirckhei‐
merの作と推定された反旧教調刺劇Ecciusdedolatus(Derenteckte
Eck,1520)に見るような，外科手術で除去される阿呆や悪徳も，中世に
おいて人間の心身に宿ると信ぜられていた悪魔の変身したものであると思
われる。
何れにしてもフマニステンによる当時の堕落した俗界や宗教界に対する
批判は， 16世紀に這入って愈々その辛辣皮肉な鋭鋒を顕著にして来た。か
の有名なEpistolaeobscUrorumvirorum(BriefederDunkelmanner,
I.B、1515,verfaBtv・CrotusRubeanusu・HermannvondemBu-
sche,I.B.1517,verf.v・UlrichvonHutten)や尖鋭なるフマニスムス
の闘士UIrichvonHutten(1488-1523)のGesprachbiichlein(5Dia-
logi,1518-1520,zuerstLateinischgeschr.,dannl521inDeutschii-
bers.)は， この種の批判精神によって貫かれた書翰体及び対話体の最初
の逸品である。 されば穏健中庸を旨としたハンス・ザックスすらも， この
時代的風潮から脱してはいない。彼の謝肉祭劇，譜諺詩(Schwankdich-
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tung)説話詩(Spruchdichtung)には屡々見事な訓刺が見られるのであ
るが，特に宗教的情熱を以て書かれた反旧教的長詩DieWittenbergische
Nachtigall(1523)や対話DisputationzwischeneinemChorherrnund
Schuhmacher(1524)は旧教の弊風を辛辣に認刺した，この作者畢生の
警世的一大文字である。
然し乍らウルリッヒ・フォン・フッテンやハンス・ザックスは余りにも
詩人的素質に恵まれていたが故に，彼等を単純に時代を代表する調刺詩人
と呼ぶことが出来ないように， ムルナーを始めとして旧教側ではHans
Salat(1498-1561),HieronymusEmser(1478-1527),JohannEck
(1486-1543),JohannCochlaus(1479-1552)又新教側ではJohann
GeilervonKaisersberg(1445-1510),JohannEberlinvonGiinzburg
(1470-nachl530),ThomasMIintzer(1490-1525),LazarusSpeng-
ler(1479-1534),UtzEckstein(uml500-uml560),CyprianuSSpan-
genberg(1528-1604)等16世紀における鐸々たる論客 (Polemische
Dichter)には，巧妙な比愉，峻烈な椰楡が見られるけれども，彼等は何
れも余りにも宗派的又は個人的敵意に支配されていたため， 自由な芸術的
生命と不朽の文学的価値に富む真の調刺文学を創造することが出来なかっ
た。
とは言え，市民的啓蒙精神の発動は時代の一大要請であったから，大小
無数の文筆の士が，詩才の有無に拘わらず，譜諺と教訓とをかね備えた寓
意的調刺的作品を書いて，世道人心を教化善導しようとしていると云って
も過言ではない。就中15世紀末から16世紀にかけて動物寓話(Tierfabel)
が甚だ珍重され， ルッターをして「聖書に次いでCatonisscriptaund
diefabulaeAesopi(DieSchriftenCatosunddieFabelnAesops)
は学習用に最も傑れたものである」と云わしめたと云うのは， この傾向を
最も端的に実証しいる。蓋し動物の世界は一般民衆の生活と極めて緊密な
利害関係にあり， そこに起る出来事に仮託して人間世界の実相を教示すれ
ば，素朴にして実直な大衆の最もよく感動し理解しうるところとなるから
である。
この意味において， 先ずUImの医師HeinrichSteinh6wel(1412-
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1483）はイソップ物語Esopus(zwischenl476u.1480gedr.）をラテン
語から翻訳出版し，次いでリューベックで1498年ライネケ狐物語Reynke
devosが低地ドイツ語で公刊された。爾来イソップ物語はルッターによ
って，民衆の指針となるような新教教理と処世法とを簡明適切に説くため
に翻案改作されて， 1530年13篇の動物寓話集DeutscherAesop(1557
gedr.)となり，次いで優れた庶民的讃美歌及び調刺的パムフレット (sati-
rischeFlugschriften)の作者として名声のあったErasmusAlberus
(uml500-1553)によって， 旧教陣営を攻撃する有力な武器として利用
されて韻文の独訳EtlichefabelEsopi(1534,darinl7Stticke)となり，
さらに新教派の最も熱烈な市民的闘士BurkardWaldis(1490-1556)に
よって，貧しい者達に利益と慰安を与えるために集大成されてEsopus,
ganzneugemacht,undinReimengefaBt(1548)となった。当時イソ
ップ物語が如何に世人に喜ばれたかは， ワルディスのものがその後もこの
世紀を通じて度々（1555,1557,1565.1584）版を重ねているし，アルベル
スは前著を増補してDasBuchvonderTugendundWeiBheit(1550,
49Fabeln)を出版していることによっても知られる。
他方ライネケ狐物語もその後1517年Rostockで上梓されたときは，ま
だその寓意を旧教的立場から説明されていたが， 1539年に同地で改訂版が
出た時は既に新教側の利用するところとなり，獅子王とそれをとりまく群
獣に対するライネケの巧妙な策謀の成功は，封建君主の専政，旧教僧侶の
放盗に対する庶民的英知の勝利を形象化した最も痛烈な調刺であると解釈
されて，時流に大いに投じ，遂に1544年フランクフルト・アム・マインで
高地ドイツ語に翻訳出版されるに至った。しかもその人気が如何に高かつ
たかは， 1617年迄に21の改訂版が伝えられていることによっても知られ
る。
何れにしても動物寓話は正しく16世紀のドイツ市民層の間に，興味と教
訓を兼ねた最も有効な教養財として広く分布したのであるが， それが18世
紀においてさらにGellert,Lichtwer,Pfeffel,Gleim,Hagedorn,Les-
sing等によって再び高く評価され盛んに創作されたのは，その間に市民的
知性が著しく近代的に合理化されて来ているにしても， この両世紀が何れ
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も市民的啓蒙時代であったからであると云うことが出来るであろう。実に
ライネケ物語の如きは1650年ロストックで高地ドイツ語の時代に即応した
改訂版が， 1711年にはWolfenbUttelのFriedrichAugustHackmann
による低地ドイツ語の原本の再刻本が， 1752年にはGottschedによる秀
れた解説付きの高地ドイツ語散文訳が公刊され，遂にヘルダーの推称を経
て，ゲーテ（1794）に迄伝えられたのである。
かくの如く阿呆物語と動物寓話は16世紀前半における代表的調刺文学と
云うことが出来るのであるが， 16世紀も中葉以後になって，市民文化が漸
く燭熟し，宗教的，政治的，社会的情勢が愈々混乱してくるにつれて，調
刺文学も益々盛んに世に行なわれ，多くのこの時代特有の調刺作家を輩出
するに至った。
先ず近代小説の先駆者とも云うべき J6rgWickram(uml510-1562,
geb.zuColmarimEIsaB)は同郷の先輩，プラントやムルナーの後を
受けて，市民層を啓蒙するための多くの作品を書いたが， それらの何れも
が多かれ少なかれ，市民生活に対する教訓的訓刺的意味を持っていると云
っても過言ではない。即ち彼の初期の作品DieZehenalterd'Welt(1531)
はバーゼルの出版業者で宗教改革派の調刺作家PamphilusGengen-
bachの同名の謝肉祭劇を改作したもので，各年令層を代表する10人の人
物を通じて， その年代の犯す悪弊を摘発教訓したものであり， 2篇の謝肉
祭劇DasNarrengieBen(1537),Eckart(1538)はその表題が示す通り
ムルナーの例に倣らって，個々の階級の悪徳や愛慾の奴隷を馬鹿者に仮託
して椰楡したものである。 さらに対話体毅事詩DasmechtigHauptla-
sterderTrunckenheit(1551)にしろ，叙事物語DieSiebenHauptlaster
samptjrenschoenenfruechtenvndeygenschaften(1556)にしろ，
何れも飲酒癖又はHoffart,Geiz,Neid,Zorn,V611erei,Tragheit,Un-
keuschheitと云った市民的道徳の頽廃を易I挟し菰刺している。
勿論これらの作品は作者がこの時代に最も流行した文学の形式や内容に
影響されて書いたものであるから， これを以て直ちにヴィクラムを時代を
代表する調刺作家であるとすることは出来ない。寧ろ彼の本領はその後に
発表した叙事物語，彼をして近代的小説の父たらしめている散文文学にあ
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るとしなければならない。然し乍らその彼の主要な作品，例えば，中世の
騎士冒険證を近代的恋愛友情小説に改作したRitterGalmy(1539)faDie
HistorievonReinhartundGabriotto(1551)聖書の放蕩児物語(Der
verloreneSohn)によって着想された市民的教育小説DerjungenKna-
benSpiegel(1554)階級を超越した純愛物語DerGoldfaden(1554
geschr.1557gedr.)新教福音派の模範的家族生活と子弟教育を写した巡
礼物語DerirrreitendPilger(1555)及び近代市民小説の濫膓とも云う
べき彼の代表作VonGutenundBoesenNachbarn(1556)等は何れも
市民生活を善導し，市民道徳を教化しようとする啓蒙的意図を持って創作
されたもので，時代相の鏡即ち鑑(Spiegel)と云う意味で， 燗熱した市
民文化に対する反語であり抗議であると云うことが出来る。だから彼は新
教徒としての立場から，到るところで旧教に対して調刺的言辞を弄してお
り，ムルナーのNarrenbeschw6rungに修正を施して公刊し(1556),こ
れも当時流行した譜諺本(Schwankbticher)の中でも最も広く最も好ん
で読まれたRollwagenbiichlein(1555)を編集して，時代の要求に応ず
るとともに，堕落した封建貴族，素乱した旧教僧侶，蒙昧固晒の中世的庶
民を喘笑しているのである。
籾てヴィクラムの作風がムルナーの系統に属するとすれば, Ltineburg
の牧師FriedrichDedekind(1525-1598,geb.alsSohneinesFlei-
schersinNeustadtbeiHannover)はプラントの流れを汲むものと云う
ことが出来よう。 プラントが「阿呆船」の中でDiegrobenNarrenを
EynnuwerheyligheiBtGrobian/Denwillyetzfyren(feiern)ye-
derman.と歌って以来, St.Grobianusは時代の粗暴無作法不行跡の風
習を擬人化する調刺的人物と見倣され， 1538年に16章からなる散文の小冊
子GrobianusTischzucht(verfaBtwahrscheinlichvonWilhelm
Salzmann)が出たが,デデキントはさらにそれを布術増補してGrobianus.
Demorumsimplicitatelibriduo(Grobianus.ZweiBtichervonder
EinfaltderSitten,1549)なるラテン語の調刺物語を書いた。 ここでグ
ロビアーヌスと呼ばれる人物は，当時の思い上った智識階級の悪習や欠陥
を特に誇張して一身にかね備えている所謂非開化主義者(Dunkelmann)
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であるが，彼が己が野蛮粗暴の行状を自画自讃すればする程，反って彼の
無智蒙昧が暴露されてくるのである。従って作品の真の意図は，かのDie
Dunkelmannerbriefeやエラスムスの「阿呆礼讃」と同様，逆効果を狙
った皮肉にして巧妙な調刺像を描くことにあると云うことが出来る。 され
ばこの調刺詩はKasparScheidt(uml520-]565)のドイツ訳Grobia-
nus,Vongrobensitten,v dvnhoeflichengeberden(1551)が出る
に及んで世に大いに行われ，グロピアーヌスは正に16世紀ドイツ文学の一
面をGrobianischeLiteraturと呼ぶ程時代を代表する典型的人物になっ
た。
かくして調刺文学は16世紀中葉においてドイツ文学の極めて重要な部分
を占めるに至ったが， さらに時代が進むにつれて， この種の文学は愈々最
盛期を迎えたと云うことが出来る。
先ず前述のデデキントと同様に，上流社会智識階級の暴虐な蛮風と戦っ
て， 数奇な一生を過したNicodemusFrischlin(1547-1590,geb.als
SohndesStadtpfarrersinBalingen,Wiirttemberg)は，その旺溢する
奇智頓才と豊富な学識とを以て，無数の作品を書いているが，特にラテン
語劇, Priscianusvapulans(DergepriigeltePriscian,1578),Phasma
(DieErscheinung,1580),Juliusredivivus(DerWiederbelebteCasar,
1572-1585）において，或は大学や教会で用いられている支離滅裂なラテ
ン語或はきわまるところを知らない宗派争い或は国民精神の高揚と国民的
悪癖等々を巧妙に戯画化した調刺的喜劇作家であって，正にドイツ演劇史
上特異の存在である。
次いでフリッシュリンの調刺をさらに一層直載明瞭に，寧ろ秀抜な詩的
表現よりも道徳的教訓的意義に重点を置いて， 時勢を菰刺した詩人に
BartholomausRingwaldt(uml530-1599,geb.inFrankfurtander
Oder)がある。彼はヴィクラムの先例に倣って， 民間の忠実な警告者
Eckartをして，ダンテの如く，天国と地獄を巡廻せしめ，色々な性格や
色々な階級の罪過に対してChrislicheWarnungdesTrewenEckardts
(1588）を懇々と説示させたり， 俗界の騎士精神と対比して宗団の戦士
(GeistlicheRitterschaft)に，「正真正銘の真理」DielauterWahrheit
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(1585）をまことに庶民的卒直さで教示している。さらに彼のSpeculum
mundi(DerWeltspiegel,1590)は北独乙の地方貴族の酒乱暴行を極め
て写実的に描写した時代調刺劇の圧巻である。
リングワルトに次いで北独地方の調刺作家としては,GeorgRollenha-
gen(1542-1609,geb,alsSohneinesTuchmachersinBernambei
Berlin)の名を逸することが出来ない。彼も亦リングワルトに劣らぬ篤学
にして庶民的な神学者であるが，同時にまた数学天文学気象学等に通じた
自然科学者でもある。 きれば彼の有名な調刺叙事詩FroschmeuSeler(15
71angef.-1595gedr.）はライネケ．フックス以来の動物寓話の伝統を
引継いでいるのみならず，従来の寓話が主として人倫や教義上の問題を対
象としているのと異なって，政治上の問題を主題にしている甚だ異色ある
作品であり，彼をして次の時代の政治的訓刺詩人HansMichaelMosche-
rosch(1601-1669),JohannLauremberg(1590-1658),Friedrichvon
Logau(1604-1655)等の先駆たらしめる特記すべき文献である。
元来この動物寓話はHomerの作と云い伝えられているBatrachomyo-
machia(Froschmausekrieg)によって着想されたもので，その本来の
筋は極めて簡単である。即ち鼠の王国の太子Br6seldiebが蛙の王国を見
学するために， 蛙国の王Bausbachに背負れて湖水を渡って行くうちに
蛙の王は突然海蛇(Wasserschlange)を見て水中深く逃げたので，鼠の
王子は溺死する。そこで蛙の国と鼠の国の間に戦争が起り，勝負は容易に
決しかねたが，遂に鼠軍が幾分優勢になった時，他の強力な動物達が干渉
して鼠軍は引揚げて行ったと云うのである。だがこの簡単な物語を枠にし
て，作者はそこに現われる動物達の長大な会話や多種多様な物語によって
一大世界像を描き出しているのであって，公私の生活，教会と国家との政
治の権限，戦争や平和の社会情勢等が多くの動物寓話で説明されている。
だが遺憾乍らそれら無数の寓話や教訓は結局寄木細工のように並べられて
いるだけで，全篇を統一する有機的必然性を欠いているために， この長大
な作品も内容において散漫なものとなり， その調刺や教訓も十分の効果を
挙げているとは言い難いのであるが， しかもこれが動物寓話に新らしい局
面を開いたものとしての作者の功績は没することが出来ないであろう。
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何れにしても16世紀後半には多くの注目すべき調刺作家が輩出したので
あるが， しかもこれを通覧すれば．彼等のなかのある者は道義を説くに急
であって，真の詩情を欠いていたり， ある者は知的な比愉に秀れていても
自然のユーモアや創造的才能に乏しく，従ってその作品は一時をあて込
む時局物又は際物の域を脱することが出来なかった。 と云うのも彼等は高
い知性，鋭い批判力の持主ではあったけれども，作品に文学的生命を与え
る豊かな詩情，柔軟な感性を欠いていたからである。勿論彼等にしても一
般民衆を善導するために，真面目な教訓を面白可笑しく物語ろうと極力努
力したのであるが，教訓と譜謹を融和して，揮然たる一体にするには，彼
等の知性が彼等の感性に余りにも優越していた。 さればこの意味において
最も注目に価する作家は， この世紀の訓刺文学の総決算をしたとも云うべ
き詩人JohannFischart(1546od、47-1590od.91,geb.alsSohn
einesGewiirzhindlersinStraBburg)である。
フィシャルトは生れながらのアルザスーアレマンネン種族の素質と高い
フマニスムスの教養と英仏和伊旅行による広汎な外国の知識とに加うるに
当時のドイツ諸都市の中でも最も自由にして開化せるシュトラースブルク
の市民気質を一身にかね備えていた。従って彼がプラント，エラスムス，
ムルナーの先蹄を追い，最も傑出した大衆的市民的啓蒙詩人として，劇形
式を除いた調刺文学の凡ゆる分野に渡って，縦横に筆を振っているのも亦
故なしとはしない。
彼の調刺作品はその対象によって，旧教徒及び旧教教義に関するもの，
時代の人情風俗に関するもの及び歴史的政治的事件に関するものに大別す
ることが出来る。彼は熱烈な新教徒（始めルッター派，後カルヴィン派と
なる） として旧教に対する数多くの巧妙辛辣な調刺詩を詩作しているが，
中でもイエズス会派及び新教からイエズス会士に改宗した変節漢(Rene-
gat)JacobRabeを戯画化した譜諺詩DerNachtrabeoderNebelkrd-
he(1570)仕立職人から跣足修道士(BarfiiBerM6nch)になったJo-
hannNasを猛烈に椰楡潮笑した誹誇詩VonSanctDominiciundSanct
Francisciartlichem(d.h.seltsamem)LebenundgrOBenGreueln
(1571）， フランチェスコ派の宗派争いを巧に暴露した比愉詩DerBar-
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fiiBerSekten-undKuttenstreit (1570) を始めとして彼のイエズス会
派に対する攻撃はBienenkorbDesHeyl.R6mischenlmenschwarms
(1579）からVierh6rnigesJesuiter-Htitlein(1580)に至って，その極
まるところを知らぬ構想力と天才的造語力によって正に絶頂に達してい
る。
さらに彼の警抜な批判精神は時代の世態人情風俗に向けられている。即
ち彼が一層広く一層一般向きに民衆の日常生活を啓蒙し改善しようとする
意図を以て書いた詩文には,EulenspiegelReimensWeiB(1572),Aller
PraktikGroBmutter(1572),DerFlohhaz(DieFlohjagd,1573)Poda-
grammischTr6stbiichlein(1577),Phi osophischEhezuchtbiichlein
(1578）等があるが,RabelaisのGargantuaによって着想された「珍妙
怪奇なGrandgusier,GargantoaとPantagruelの生涯と助言と行状の
物語」即ちGeschichtklitterung(ersterDruckl575,dritteAusgabe
l590）なる散文物語に至って，正しく世紀を代表する調刺的作品を生むに
至っている。
、なおフィシャルトは70年代から80年代にかけて色々な形式の韻文や散文
で，当時の政治的歴史的事件を取扱っているが， そこにも彼の熱烈な郷土
愛と熱狂的な新教精神が一貫して流れているのを見ることが出来る。特に
仏王カール9世の母后，頑迷なる旧教信者で権勢慾の権化Katharinavon
Mediciの事蹟を歌った調刺詩ReVeille-Matin:OderWachtftirauf
(1575,1593）及びSiebenSonette(ged.1593)はハイネの調刺詩にも比
肩すべき異色の作品である。最後に， 1576年6月20日に行われたシュトラ
ースプルクの謝撃大会に際し，チューリッヒ市の市民有志によって敢行さ
れた両市親善のための舟旅を叙したDasGltickhafteSchiffvonZtirich
（1577）は，作者の郷土愛から生れた詩情豊かなPritscherpoesie(FeSt-
bericht)であり，この作者の無数の叙事詩の中で最も傑出した作品であ
ることを附記しておきたい。
之を要するにフィシャルトは自由活達な市民的精神と広汎なフマニスム
スの学識とを以て， 16世紀の卑俗な大衆文学を教養人智識人の読み物にま
で高め， 17世紀バロック文学の先駆をなしている市民的啓蒙詩人であつ
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た。特に彼の遇ましい構想力は人の意表に出づるような珍妙にして滑稽な
趣向を無尽蔵に考案し， それを彼の卓越せる語学力によってドイツ語のな
しうる限りの奇怪にして異常な構文や造語を以て表現した。彼は正しく16
世紀における調刺文学の殆んど凡ゆる特質を大写しにしている世紀を代表
する調刺作家であった。だがそれだけに他面彼においてもまた， この種啓
蒙詩人に共通している弱点が存在することを否定し得ないのである。成程
彼は一度その得意とする題材に遭遇するや，忽ち筆は縦横に走り，博引傍
証，無数のパラフレーズ，珍話奇語を生んで止まることを知らないかの如
き観を呈しているけれども， その着想や発想の契機は悉く内外古今の文献
に依存していると云っても過言ではない。従ってそこには知性の驚嘆すべ
き演戯が行われているとしても，未だそれに伴う感性の豊かにして自らか
らなる流露を見ることが出来ないのであって，調刺的文学作品の創作が如
何に至難の業であるかを思わしむるものがある。
かくして16世紀におけるドイツ市民的文学の中でも，最も独自にして色
彩豊かな調刺文学は，当時の市民的文化の一般水準が向上するにつれて，
それに相応するだけの高度の調刺的作家と作品を輩出したのであるが，何
分にもまだ時代そのものが啓蒙時代であり，未成熟であったから， それら
の作家は凡て教訓的教化的意図に支配されて，世界の文学史上に不朽の声
価を誇りうるような真の独創的芸術的作品を産むことが出来なかった。 さ
ればその多くは次の世紀になると蔑視され忘却されていったけれども，今
日から見る時は，時代の市民的文化に関する豊富にして貴重な研究資料を
呈供しているのみならず，そこに流れている市民的啓蒙精神は， 18世紀の
所謂啓蒙時代に引き継がれて， さらに新らたな近代的生命と意義とを以て
再生して来ることを忘れてはならない。 昭和39年8月稿
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Die satirische Dichtung 
des humanistischen Zeitalters. 
Teizaburo UCHIYAMA 
Im Anfang der neueren Zeit darf wohl der bürgerliche Aufklä-
rungsgeist als einer der bedeutendsten Charakterzüge in der da-
maligen deutschen Geistesgesckichte angesehen werden. Und er war 
auch ein folgerichtiges Ergebnis, das aus dem damaligen Kultur-
stand der deutschen Städte entstand, da die städtische Kultur eigent-
lich in den Händen der obern Schicht des Bürgertums, der huma-
nistisch hochgebildeten Gelehrten und Geistlichen getragen und 
befördert war, während sich der allgemeine breite Bürgerstand 
noch immer in der Lage befand, in der er sich danach sehnte, in den 
sich neuentwickelnden Kulturkreis eingeführt und aufgeklärt zu 
werden. So spiegelt die deutshe Literatur der damaligen Zeit auch 
diese Aufklärungsbewegung in überaus verwickelten, merkwür-
digsten und zugleich auch sehr interessanten Phasen und Tendenzen 
wider. Es ist daher gar keine Übertreibung, zu sagen, daß die un-
zählbar große Anzahl der didaktisch-satirischen Literaturwerke, die 
im Zeitraum vom Ausgang des 15. bis zum Ende des 16. Jahrh. 
erschienen, gerade aus diesem bürgerlichen Aufklärungsgeist als 
Mutterboden geboren wurden. 
Freilich waren es die beiden großen Hauptströmungen der hu-
manistischen und reformatorischen Bewegungen, die in dieser groß-
artigen Übergangszeit vom Mittelalter zur Neuzeit die deutsche 
bürgerliche Kultur unterstützten und vorwärtstrieben. Aber es 
ist auch nicht zu übersehen, daß die deutschen Städte, von den 
ununterbrochenen Machtstreiten unter Territorialfürsten und von 
der seit Mißlingen der Kreuzzüge im 13. Jahrh. immer deutlicher 
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bloßgelegten Ohnmacht der päpstlichen Weltregierung begünstigt, 
im wirtschaftlichen und sodann politischen Gebiete sich immer 
mehr geltend machten und damit zusammenhängend sich auch eine 
unabhängig-selbstbewußte Lebensführung und eine liberal-individu-
elle Geisteshaltung anzueignen imstand waren. Wenigstens in der 
Periode von der Zeit Karls N. in der Mitte des 14. Jh. biz zum 
Erscheinen Martin Luthers spielten die deutschen Humanisten und 
Reformatoren, in so vielen Fällen bewußt oder unbewußt zusam-
menwirkend, eine so große Rolle für die Aufklärung des bürgerli-
chen Geistes, daß der bürgerliche Verstand und das bürgerliche 
Sinnenleben jetzt allmählig von dem schweren Druck der kirchli-
chen Dogmatik und des mittelalterischen Feudalismus befreit wur-
den, und dagegen eine reale Lebensweisheit und einen modernen 
kritischen Sinn unter den gebildeten Bürgern heranbildeten. 
Aber je blühender die städtische Kultur sich indessen entwickelte, 
desto auffälliger zeigten sich die Verfallserscheinungen im städ-
tishen Leben. Die Zügel- und Sittenlosigkeit des Volkslebens 
einerseits und die zuchtlose Zerrissenheit der geistlichen Welt ander-
seits mußten notwendig eine scharf verurteilende Kritik unter den 
Intellektuellen hervorrufen, um diesen zeitbedingten sozialen oder 
religiösen Lastern und Fehlern gerecht zu werden. So ist es ganz 
begreiflich, daß sich die satirische Dichtung in dieser großen 
Umwälzungs- und Aufklärungszeit in eigenartiger Prägung am 
reichhaltigsten entfaltet hat. Ist sie doch auch jedenfalls eine Art 
Aufklärungsliteratur, da sie nämlich ihre Aufgabe nicht nur in der 
künstlerischen Gestaltung von der Verspottung des Unsittlichen und 
Unlogischen im persönlichen oder gesellschaftlichen Leben mit kriti-
schem Scharfs~nn sieht, sondern auch in der Belehrung und Aufklä-
rung der allgemeinen Volksmasse mit didaktischem Einschlag. 
Die hier unternommene Darstellung befaßt sich also mit der 
15 
geistesgeschichtlichen Bedeutung der humanistischen oder refor-
matorischen, bzw. gegenreformatorischen satirischen Dichter un~ 
ihrer Werke im 16. Jh. und behandelt fast alle namhaften Satiriker 
wie Jacob Wimpheling. Thomas Murner, mehrere Tierfabelverfasser, 
Nikodemus Frischlin, Friedrich Dedekind, Bartholomäus Ringwaldt, 
Johann Fischart u. v. a. m. 
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